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来年度へ向けて・・・

海部医療圏を巻き込んだ連携環境の構築
患者さんのサービス利用の形を考えると対応は必至
海部地域の行政・医療機関への更なるアプローチ
先行事例として果たすべき役割を果たしていく

津島市内の事業者参加者数の増加・利用者数の増加
ＩＣＴを利用することのメリット・条件緩和をPRしていく
災害時利用などの多方面での利用の形を提案していく

在宅医療支援病床の制度の改善
より患者さんにとって使いやすい制度を目指していく
津島市民病院側と中長期的に使える制度の形をすりあわせていく
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津
島
市

見守り・生活支援、災害発生時の互助

自宅

津島市が目指す未来像 ～地域包括ケアシステムの確立～

海部医療圏

在宅療養支援病院
（後方支援）

認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ

在宅療養支援診療所
（強化型）

急性期病院

調剤薬局

訪問看護・ﾘﾊﾋﾞﾘ

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ・町内会
老人ｸﾗﾌﾞ・民生委員 など

三師会

市町村

保健所

地域包括支援ｾﾝﾀｰ
居宅介護支援事業所

介護事業所
（在宅・施設）

社会福祉協議会

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ組織
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担当窓口

津島市健康福祉部高齢介護課 長寿福祉グループ
担 当：福谷（ふくや）・岡本・則竹・山口
電話番号：0567-24-1111 内線2145
住 所：〒496-8686 津島市立込町２丁目２１番地
アドレス：kaigo@city.tsushima.lg.jp

＊津島市公式ホームページにて活動内容を掲載しています
http://www.city.tsushima.lg.jp

津島市 在宅医療連携拠点推進事業
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